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１．2026年11月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年12月１日～2026年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年11月期中間期 416 － △104 － △104 － △70 －
2025年11月期中間期 － － － － － － － －

(注) 包括利益 2026年11月期中間期 △70百万円( －％) 2025年11月期中間期 －百万円( －％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年11月期中間期 △27.09 －
2025年11月期中間期 － －

(注) １. 2026年11月期中間期の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、１株当たり中間純損失であり、
また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２. 2025年11月期第３四半期より連結財務諸表を作成しているため、2025年11月期中間期の数値及び前年同中
間期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年11月期中間期 1,095 884 80.5
2025年11月期 1,158 955 82.3

(参考) 自己資本 2026年11月期中間期 881百万円 2025年11月期 952百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年11月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2026年11月期 － 0.00

2026年11月期(予想) － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2026年11月期の連結業績予想（2025年12月１日～2026年11月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,630 88.6 194 － 197 － 131 － 50.22
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年11月期中間期 2,863,500株 2025年11月期 2,863,500株

② 期末自己株式数 2026年11月期中間期 249,965株 2025年11月期 249,965株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年11月期中間期 2,613,535株 2025年11月期中間期 2,613,535株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が本資料の発表日現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。ま

た、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（決算説明会について）

当社は、決算説明動画（録画形式）を当社ウェブサイト（https://www.ondeck.jp/ir）にて公開を行う予定です。

2026年11月期第２四半期（中間期）の決算説明動画（録画形式）は2026年７月24日（金）15時30分に公開を予定し

ております。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループ（当社及び当社の子会社）は前中間連結累計期間については中間連結財務諸表を作成していないため、

前中間連結会計期間との比較・分析は行っておりません。

当社グループの事業領域である中堅・中小企業のＭ＆Ａ市場においては、中小企業・小規模事業者の経営者の高齢

化を背景とした後継者問題が引き続き重要な課題となっております。帝国データバンクが公表した全国「後継者不在

率」動向調査（2025年）では後継者不在率は50.1%と徐々に低下傾向が認められるものの、依然として高い水準を維持

しております。また、業界再編の手法としてのＭ＆Ａが有力な選択肢として活用が進んでいることで、成長戦略の一

環としてＭ＆Ａのニーズは高まっております。補助金制度や税制改正など行政によるＭ＆Ａ促進に向けた取組も講じ

られており、今後も引き続き市場は堅調に拡大していくものと考えております。

一方、市場の拡大に伴い、一部のＭ＆Ａ支援機関による過剰な営業活動や不適切な買手によるＭ＆Ａトラブルも発

生しており、Ｍ＆Ａ支援機関には高いモラルと適切な知識・経験が一層求められています。中小企業庁は「中小Ｍ＆

Ａガイドライン（第３版）」及び「中小Ｍ＆Ａ専門人材（個人）向けスキルマップ」を公表し、健全な市場環境の整

備と支援機関の質の向上に向けた取組を推進しております。また、Ｍ＆Ａ支援機関協会においても、自主規制ルール

の策定、特定事業者リストを通じた不適切な買手の情報共有の仕組みを構築するなど、事業環境の整備とＭ＆Ａ支援

機関の品質向上に取り組んでおります。このように官民が相互に連携した取組を推進することで、健全に市場が発展

していくものと考えております。

このような事業環境下で、当社グループは公的機関・金融機関・各種専門家等との多様な業務提携ネットワークの

更なる拡大、強化を図るとともに、これらの業務提携先と連携して、潜在的なＭ＆Ａニーズを有する企業への提案活

動を積極的に展開しました。また、グループで事業展開している投資事業・コンサルティング事業と連携することで、

顧客に幅広いソリューションを提供し、付加価値の高いディールの創出に取り組んでおります。

さらに、高品質なサービスを提供するには優秀なコンサルタントが活躍することが不可欠であることから、過去の

事例をベースにストラクチャー構築等のＭ＆Ａ論点や受託・提案プロセスに関する研究発表を行うなど、実践的なノ

ウハウの共有を通じてコンサルタントの育成に努めました。

当社グループの当中間連結会計期間における成約件数は10件となり、売上高は416,957千円となりました。営業損失

は104,950千円、経常損失は104,028千円、親会社株主に帰属する中間純損失は70,793千円となっております。

なお、当社グループは、Ｍ＆Ａアドバイザリー事業以外の重要なセグメントがないため、セグメント毎の経営成績

に関する記載は省略しております。

（２）財政状態に関する説明

当中間連結会計期間末の財政状態の状況は次のとおりです。

①資産、負債及び純資産の状況

（資産の部）

流動資産は、前連結会計年度末と比較して92,272千円減少し、726,228千円となりました。これは、主として売掛金

が168,746千円増加した一方で、現金及び預金が163,003千円減少したこと、その他の流動資産が98,015千円減少した

ことによります。

固定資産は、前連結会計年度末と比較して29,926千円増加し、369,495千円となりました。これは、主として繰延税

金資産が33,582千円増加したことによります。

この結果、当中間連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末と比較して62,345千円減少し、1,095,723千円となり

ました。

（負債の部）

流動負債は、前連結会計年度末と比較して13,522千円増加し、167,000千円となりました。これは、主として未払金

が32,942千円減少した一方で、賞与引当金が18,900千円増加したこと、未払費用が14,427千円増加したこと、未払法

人税等が6,946千円増加したことによります。

固定負債は、前連結会計年度末と比較して4,938千円減少し、44,317千円となりました。これは、主として長期借入

金が4,998千円減少したことによります。

この結果、当中間連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末と比較して8,584千円増加し、211,318千円となり
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ました。

（純資産の部）

純資産は、前連結会計年度末と比較して70,929千円減少し、884,404千円となりました。これは、利益剰余金が親会

社株主に帰属する中間純損失の計上により70,793千円減少したことによります。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は501,462千円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、使用した資金は158,238千円となりました。これは、主として未払又は未収消費税等の増減額

67,244千円、法人税等の還付額40,308千円があった一方で、売上債権の増加168,746千円や税金等調整前中間純損失の

計上104,028千円があったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、獲得した資金は233千円となりました。これは、従業員に対する長期貸付金の回収による収入233

千円があったことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、使用した資金は4,998千円となりました。これは、長期借入金の返済による支出4,998千円があっ

たことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年１月13日に発表いたしました2026年11月期の業績予想につきましては、現時点において変更はありませ

ん。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当中間連結会計期間
(2026年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 664,465 501,462

売掛金 5,317 174,063

その他 148,717 50,702

流動資産合計 818,500 726,228

固定資産

有形固定資産 44,893 41,591

無形固定資産 967 860

投資その他の資産

繰延税金資産 126,003 159,586

その他 167,703 167,457

投資その他の資産合計 293,707 327,043

固定資産合計 339,568 369,495

資産合計 1,158,068 1,095,723

負債の部

流動負債

１年内返済予定の長期借入金 9,996 9,996

未払金 82,618 49,676

未払費用 41,055 55,483

未払法人税等 103 7,050

賞与引当金 2,535 21,436

その他 17,169 23,358

流動負債合計 153,478 167,000

固定負債

長期借入金 26,676 21,678

資産除去債務 22,580 22,639

固定負債合計 49,256 44,317

負債合計 202,734 211,318
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当中間連結会計期間
(2026年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 372,722 372,722

資本剰余金 280,722 280,722

利益剰余金 552,603 481,810

自己株式 △253,507 △253,507

株主資本合計 952,541 881,748

非支配株主持分 2,792 2,656

純資産合計 955,334 884,404

負債純資産合計 1,158,068 1,095,723
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
当中間連結会計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年５月31日)

売上高 416,957

売上原価 255,507

売上総利益 161,450

販売費及び一般管理費 266,400

営業損失（△） △104,950

営業外収益

還付加算金 624

受取利息 620

営業外収益合計 1,244

営業外費用

支払利息 322

営業外費用合計 322

経常損失（△） △104,028

税金等調整前中間純損失（△） △104,028

法人税、住民税及び事業税 △33,098

法人税等合計 △33,098

中間純損失（△） △70,929

非支配株主に帰属する中間純損失（△） △136

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △70,793
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
当中間連結会計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年５月31日)

中間純損失（△） △70,929

中間包括利益 △70,929

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △70,793

非支配株主に係る中間包括利益 △136



株式会社オンデック(7360) 2026年11月期 第２四半期（中間期）決算短信

8

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
当中間連結会計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △104,028

減価償却費 3,410

賞与引当金の増減額（△は減少） 18,900

受取利息 △620

支払利息 322

売上債権の増減額（△は増加） △168,746

未払金の増減額（△は減少） △32,942

未払又は未収消費税等の増減額 67,244

その他 17,810

小計 △198,648

利息の受取額 620

利息の支払額 △322

法人税等の還付額 40,308

法人税等の支払額 △196

営業活動によるキャッシュ・フロー △158,238

投資活動によるキャッシュ・フロー

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 233

投資活動によるキャッシュ・フロー 233

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △4,998

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,998

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △163,003

現金及び現金同等物の期首残高 664,465

現金及び現金同等物の中間期末残高 501,462
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益又は税引前中間純損失に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法

定実効税率を使用する方法によっております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社グループはＭ＆Ａアドバイザリー事業以外の重要なセグメントがないため、セグメント情報の記載を省略

しております。


